２　原田良全と御成敗式目
御成敗式目　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごせいばい),御成敗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しきもく),式目)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょうえい),貞永)式目ともいい、鎌倉幕府執権北条泰時の治世貞永元年、幕府のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まんどころ),政所)、間注所、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さむらいどころ),侍所)、その他吏員の訴論裁許のために、泰時が三善EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やすつら),康連)とはかり制定した式目（法則）で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほっ),法)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょう),橋)円全が執筆起草したものである。

御成敗式目の内容　　　この式目は５１箇条からなっており、そのうち、神仏崇敬、祖先崇拝、社寺の修覆を説き、守護、地頭らの知行所領に関するものが大半をしめ、そのほかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むほんにん),謀反人)、殺害、刃傷、悪口、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おうだ),殴打)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざんそ),讒訴)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はんかん),犯奸)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごうせつ),強竊)、二盗、奴婢雑人等罪科のあるものの処分法を明らかにしたものである（国史大辞典参照）。５月１４日編さんに着手し、８月８日に円全の草案が仕上がり同月１０日式条施行の命が発せられた。この時天下の政令が、朝廷・幕府・領家の三所から出て、たがいに交渉犯し易いばかりでなく、武家支配の地においても本領、恩賞地、新恩地、加恩地などの区別があって、譲与（手次）・売買（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),沽)却）等、彼此の交渉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふん),紛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざつ),雑)をきわめていたので、この法典を編さんしたものであるという。
習字手本として普　　　はじめは幕府のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごけにん),御家人)の間のみに行うためであったから、施行範囲は、幕府の支配地及びその
及　　　　　　　　　裁判権のおよぶところに止まるものであったが、朝廷の権が衰えるにおよんで関東の武威が全国にわたり、したがって、この法律の及ぶところが広くなり、ついに海内に普及するに至った。その後鎌倉幕府から室町幕府を経て、江戸幕府の初期の武家EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょはっと),諸法度)の発布にいたるまで、養老以来のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りつりょう),律令)に代る権威法となっていた。とくに為政者の準法であるばかりでなく、庶民にも徹底させるため版本として発行したり、習字手本として書写させたりして、明治の新教育がはじまるまで、習字手本として往来ものや教訓書、千字文とともに寺小屋教育に利用されていた。

吉川本吾妻鏡の条　　　ところで、この貞永式目の草案者が、前に掲げた原田系図の原田良全で、東郷庄、羽合庄の地頭原田氏の一族である。系図に、「大師公、三徳山領湯谷院主、天下無双手跡無隠、鎌倉殿管領、御成敗式目草案了」と載っている。鎌倉幕府の日記である「吉川本吾妻鏡」によれば、貞永元年５月１４日の条に

　　　　　　　　　　　貞永元年五月十四日、甲午、武州専政道給之余、試御成敗式条之由、日EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごろ),来)内々有沙汰、今日巳令始之給云々、偏所被仰合玄蕃允康連也。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),法)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),橋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),円)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),全執筆)、是関東諸人訴論事、兼日被定法不幾之間、於時亘両段、儀不一揆、依之固其法、為断濫訴之所起也。
　　　　　　　　　　　とある。その大意は、「北条泰時執権の貞永元（１２３２）年５月１４日武蔵守泰時政治に専念した結果、武家成敗（裁判）の基準を試みたいと、日ごろ内部にその話があったが、今日すでにこれを始められた。ひとえにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げんばの),玄蕃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すけ),允)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みよし),三善)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やすつら),康連)に仰せ合わせられたところである。そこで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほっ),法)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょう),橋)（原田）円全が原案を起草することになった。それから毎日（兼日）定法せられいくらもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),経)たない間、時によっては法の解釈が両様にわたり、法議が一致しないこともあった。しかしながら、この法はもとよりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(らんそ),濫訴)を断ぜんがため明細にする意志から起るところである」という説明を加えているのである。そしてその末文に、「今夕将軍家鼻血出給云々」と書き足しているのをみれば、将軍もまたこの式目起案については兼日頭にきていたものと察せられておもしろい。
原田良全と円全の　　　ところで、前掲の原田系図には「円全」のことを「良全」といっている。「天下無双手跡無隠、

関係　　　　　　　　鎌倉殿管領、御成敗式目草案了」と説明しているから同人であることはまちがいない。吾妻鑑には式目編さん前後に８回ばかり円全の行動を載せており、ただ１ヵ所、寛元２年６月３日の条に「僧都良全」が多くの僧侶とともに雨EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごい),乞)のため「被修十壇水天供」と出ている。寛元２年は貞永式目制度後１２年目であるから、これも「円全、良全同１人」であろう。同１人にして２僧名を持っていたのか、円全が法橋から僧都になって改名したのか、あるいは「円、良」は草書にすれば見あやまりやすい字であるところから、後世書きあやまったものかハッキリしない。
法橋良全の居所　　　　それはともかくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げんばの),玄蕃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すけ),允)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やすつら),康連)という法学者がありながら、それをさしおいて重要な武家法起草を命ぜられた「法橋良全」はよほどの学者でもあり、吾妻鑑や原田系図にのせられたほどの能筆家であったものとみえる。この「良全」が、わが「三徳山領湯谷院主」で墓はどことも記載してないが、いずれ、坂本、片柴、湯谷あたりではあるまいか。数年前湯谷神社前の田の中から、茶臼、土器の出土したことは前に記したとおりで、湯谷院の跡であろう。そのころの神社もおもに法師が管理していたのである。
御成敗式目の署名　　　この貞永の御成敗式目の草案者が東郷地頭家の出身であったことは、いままで誰にも知られていなかった。良全の次に記載されている「侍従公善栄、墓同所（湯谷）九郎法名道空」とある。良全についで執権の管領か又は将軍の侍従を勤めていたものであろう。式目は起草後２ヶ月の審議を経て７月１０日連署決定を見たのである。成文には良全の署名はなく、沙弥浄円という下級者から段々１０人連署し、最後に「武蔵守平朝臣泰時、相模守平朝臣時房」の署名がある。
東郷と云う範囲　　　　こうした原田氏が東郷の地頭であったというその東郷という通称は「いまの東郷」という狭い町域と誤解してはならない。根拠地の居館であったろうが、その勢力範囲は日下をのぞいて三徳（三朝）、竹田、舎人、河村（羽合）、泊、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くつが),笏賀)に及ぶものであったと推定してさしつかえない。つまり、この地方における荘園時代前期の大物であり、鎌倉幕府執権の地位にある北条氏の信用を得ていたものであろう。

高祖城と原田氏　　　　かつては平家方の重要豪族であり、平家の西海落ちのみぎり、安徳天皇のためにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あん),行)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざいしょ),在所)を提供したほどの岩戸原田氏の有力者種直（種成）については、姓氏家系大辞典に

　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),高租)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),の)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),原田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),氏)　其の後、原田大夫は源平盛衰記、巻４８に「文治３年１１月１日、肥後住人大夫高直・切られけり。是れは此の３箇年の間、平家について度々合戦に勲功ありしかども、平家滅亡の後は、安EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ど),堵)し難うして、命ばかりもやと思いて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くび),頸)を延べて降人に下ったりけれども、源家敵対の罪科、遁れ難しとて、かくは行われけり」と見ゆ。
　　　　　　　　　　　然るに、伝説にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),拠)れば、「種直は平家没落の時、始終忠節を尽しけるが、源氏の世となり、頼朝のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いかり),忿)に逢ひて、鎌倉へ召下され、平山季重に預けられ、扇がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やつ),谷)に押し込められて、１３年の春秋を送り、建久８年に赦免ありて下國し、旧領の内、安堵すとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いえども),雖)、前代の家臣にだも及ばざる程の有様なり」と。
　　　　　　　　　　　又筑前軍記畧に「筑前守大蔵種直・救にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),値)ひて、鎌倉より筑前國に入り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いと),怡土)郡高祖神社の神官上原兵庫を頼む。兵庫・則ち種直の四男種成を婿となし、早良郡を領し、重留村に居らしむ。其の勢に乗りて近辺を押領し、漸く武威を國中に振へり、（巳上原田記）其の子孫、長く高祖城に居る」と。又鎮西要略巻２に「建久元年、原田種益、種遠等、優恕するところとなり、本領原田を裂き賜ひ、高祖城を築く矣」と。原田大夫高直とは別人なりと。（註　前本文種直即ち種成と記したのと、種直４男種成はおかしい。種重（種成）の誤りか）
　　　　　　　　　　　その後「弘安４年、蒙古来襲の時、種直８代の後胤原田五郎種之、博多合戦に軍功あり、鎌倉将軍惟康親王褒美のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),御)教書を賜ふ。其後、元弘建武の乱に将軍方に属し、忠節を抽んじ、軍功の賞に預り、遂に近辺を伐ち取りて大家と成る」と。

原田氏伯耆に入国　　　以上の文献例から察すると、一旦平家方の豪族であったが、平家没落とともに或は斬首され或は幽閉されたり、本領を大いに削られて北九州に閉居したが、また直ちに勢力をもりかえし、蒙
原田種直の赦免　　　古来襲の時軍功をたてるまでになった。没落直後の種直の再興期に、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうえい),後裔)一族が伯耆の東郷の地頭に配せられたことになる。種直が赦免されたのは、高祖神社の神官上原兵庫が種直の４男種成をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むこ),婿)とし、早良郡を領有せしめ重留村に居らしめたのが勢力EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばん),挽)回のチャンスであったとある。いずれにしても、種直が１３年も幽閉の後赦免になったという裏面には、執権北条氏も姓はもと平氏であるし、種直の人物を見込んで北条時政が首尾よく赦免をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あっせん),斡旋)したものではなかろうか。その後、その一族が伯耆国までEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はびこ),蔓)ったのではあるまいか。この原田氏入国が、以前の羽々伊の庄司とこの川村郷である羽合平野の掌握権をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうたい),交替)した重要時期であったと推察される。
